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は
じ
め
に

　

人
は
性
を
選
ん
で
生
ま
れ
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
自

分
の
努
力
で
変
え
よ
う
も
な
い
事
柄
を
理
由
に
不
利
益

が
生
じ
て
い
る
と
す
れ
ば
、
そ
れ
は
紛
れ
も
な
い
差
別

で
あ
る
。

　

映
画
『
主
戦
場
』（
米
・2018

）
を
二
〇
一
九
年
六

月
に
観
た
。
歴
史
修
正
主
義
者
の
主
張
が
い
か
に
根
拠

の
な
い
言
い
が
か
り
か
を
、
見
事
に
浮
か
び
上
が
ら
せ

た
作
品
だ
っ
た
。
そ
の
最
後
の
ほ
う
で
、
九
五
歳
に
な

る
元
日
本
兵
が
証
言
す
る
シ
ー
ン
が
あ
る
。
そ
こ
で
彼

は
〈
い
ま
の
人
に
は
信
じ
て
も
ら
え
な
い
だ
ろ
う
が
、

戦
前
は
女
性
は
人
間
と
し
て
扱
わ
れ
て
い
な
か
っ
た
〉

と
語
っ
た
。
こ
れ
で
思
い
出
し
た
の
が
、
戦
前
の
女
性

の
名
刺
で
あ
る
。
そ
の
前
月
に
あ
る
方
か
ら
み
せ
て
も

ら
っ
て
い
た
。
そ
れ
ら
は
い
ず
れ
も
男
性
の
名
刺
の
半

分
ほ
ど
の
サ
イ
ズ
で
し
か
な
か
っ
た
。「
半
人
前
」
で

あ
る
こ
と
を
象
徴
し
て
い
た
。

　

こ
の
時
代
へ
の
反
省
と
し
て
、
法
の
下
の
平
等
を
定

め
た
日
本
国
憲
法
一
四
条
が
あ
る
。
し
か
し
、
制
度
が

変
わ
っ
て
も
人
び
と
の
意
識
や
社
会
の
あ
り
方
は
そ
う

容
易
に
は
改
ま
ら
な
い
。
そ
れ
を
印
象
的
な
数
字
で
裏

付
け
よ
う
。
各
国
の
男
女
格
差
を
測
る
ジ
ェ
ン
ダ
ー
・

ギ
ャ
ッ
プ
指
数
で
、
二
〇
一
八
年
の
日
本
の
そ
れ
は

一
四
九
か
国
中
一
一
〇
位
で
あ
る
。
た
だ
、
こ
の
指
数

作
成
に
裁
判
所
の
デ
ー
タ
は
含
ま
れ
て
い
な
い
。
そ
れ

で
は
、
現
代
日
本
の
裁
判
所
の
ジ
ェ
ン
ダ
ー
・
バ
ラ
ン

ス
は
ど
う
い
う
状
況
に
あ
る
の
だ
ろ
う
か
。
以
下
、
こ

の
点
を
と
り
わ
け
最
高
裁
に
焦
点
を
当
て
て
検
討
し
、

望
ま
し
い
司
法
制
度
を
構
想
す
る
一
助
と
し
た
い
。

　

１　

女
性
裁
判
官
が
一
人
し
か
い
な
い
最
高
裁
判
所

　

Ａ　

一
時
は
三
人
ま
で
増
え
た
女
性
最
高
裁
判
事

　

最
高
裁
判
所
に
は
一
五
人
の
最
高
裁
裁
判
官
が
い

る
。
そ
の
内
訳
は
職
業
裁
判
官
出
身
者
六
人
、
弁
護
士

出
身
者
四
人
、
学
識
経
験
者
五
人
と
な
っ
て
い
る
。
学

識
経
験
者
五
人
は
検
察
官
出
身
者
二
人
、
官
僚
出
身
者

二
人
、
大
学
教
員
出
身
者
一
人
と
さ
ら
に
細
か
く
分
け

ら
れ
る
。
こ
う
し
た
出
身
分
野
別
構
成
は
慣
例
に
過
ぎ

な
い
。
そ
れ
で
も
、
大
学
教
員
出
身
者
が
七
〇
歳
の
定

年
を
迎
え
る
と
、
そ
の
後
任
に
は
大
学
教
員
か
ら
選
ば

れ
る
と
い
う
よ
う
に
、
枠
は
継
承
さ
れ
て
い
く
。

　

戦
前
の
最
高
裁
に
あ
た
る
大
審
院
の
裁
判
官
は
全
員

が
職
業
裁
判
官
で
あ
っ
た
。
と
は
い
え
、
戦
前
の
裁
判

所
は
行
政
官
庁
で
あ
る
司
法
省
の
外
局
的
な
扱
い
で
、

地
位
が
低
か
っ
た
。
戦
後
改
革
で
は
司
法
権
の
独
立
を

強
化
し
、
立
法
権
・
行
政
権
と
同
等
に
す
る
こ
と
が
目

指
さ
れ
た
。
そ
れ
ゆ
え
最
高
裁
は
「
極
め
て
高
度
の
国

家
機
関
」
で
あ
る
こ
と
が
望
ま
し
く
、
そ
の
裁
判
官
に

は
「
高
邁
な
者
」「
一
流
の
人
材
」
を
結
集
さ
せ
る
べ

き
だ
と
主
張
さ
れ
た
（
西
川 2009 : 65

）。
従
っ
て
、

職
業
裁
判
官
以
外
か
ら
も
そ
れ
に
ふ
さ
わ
し
い
人
物
が

最
高
裁
裁
判
官
に
起
用
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　

も
ち
ろ
ん
、
当
時
は
ジ
ェ
ン
ダ
ー
・
バ
ラ
ン
ス
と
い

う
考
え
方
は
な
か
っ
た
。
一
九
四
七
年
八
月
の
最
高
裁

発
足
当
初
一
五
人
の
裁
判
官
は
全
員
が
男
性
で
あ
る
。

し
か
し
、
驚
く
べ
き
は
そ
の
後
四
六
年
以
上
に
わ
た
っ

て
、
そ
の
事
態
が
変
わ
ら
な
か
っ
た
こ
と
だ
。
最
初
の

女
性
最
高
裁
判
事
が
誕
生
し
た
の
は
、
九
四
年
二
月
で

あ
る
。
細
川
護
熙
内
閣
が
元
労
働
省
婦
人
少
年
局
長
の

高
橋
久
子
を
任
命
し
た
。
最
高
裁
判
事
の
任
命
権
は
内

閣
に
あ
る
。政
権
交
代
に
は
や
は
り
意
味
が
あ
る
の
だ
。

　

高
橋
は
定
年
と
な
る
一
九
九
七
年
九
月
ま
で
最
高
裁

望
ま
し
い
司
法
制
度
に
む
け
て

　
　
─
─
ジ
ェ
ン
ダ
ー
・
バ
ラ
ン
ス
か
ら
み
た
現
代
日
本
の
裁
判
所
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判
事
を
務
め
た
。
と
こ
ろ
が
、
そ
の
後
任
は
男
性
だ
っ

た
た
め
、
再
び
最
高
裁
裁
判
官
は
全
員
男
性
に
戻
っ
て

し
ま
っ
た
。
二
〇
〇
一
年
一
二
月
に
旧
厚
生
省
出
身
で

駐
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
大
使
の
横
尾
和
子
が
最
高
裁
判
事
に

就
任
し
、女
性
最
高
裁
裁
判
官
が
復
活
し
た
。
そ
の
後
、

横
尾
が
二
〇
〇
八
年
九
月
に
依
願
退
官
す
る
と
、
元
労

働
省
女
性
局
長
の
櫻
井
龍
子
が
あ
と
を
襲
い
女
性「
一
」

は
維
持
さ
れ
た
。
そ
の
際
、
櫻
井
は
「
一
五
人
の
裁
判

官
で
女
性
が
ゼ
ロ
に
な
り
ま
す
。
ど
う
か
お
願
い
し
ま

す
」
と
内
閣
の
関
係
者
か
ら
、
就
任
の
依
頼
を
受
け
た

と
い
う
（
二
〇
一
九
年
四
月
二
九
日
付
『
読
売
新
聞
』）。

　

二
〇
一
〇
年
四
月
に
は
学
者
枠
で
岡
部
喜
代
子
が
就

任
し
「
二
」
に
増
え
、
二
〇
一
三
年
二
月
に
は
弁
護
士

枠
で
鬼
丸
か
お
る
が
入
っ
て
「
三
」
に
な
っ
た
。
細
川

の
抜
擢
人
事
か
ら
一
〇
年
足
ら
ず
で
、
三
つ
の
小
法
廷

そ
れ
ぞ
れ
に
女
性
最
高
裁
判
事
が
一
人
ず
つ
い
る
構
成

に
こ
ぎ
つ
け
た
の
で
あ
る
。こ
れ
が
約
四
年
間
続
い
た
。

　

Ｂ　

夫
婦
同
姓
規
定
合
憲
判
断
に
そ
ろ
っ
て
反
論

　

彼
女
ら
三
人
の
存
在
感
を
み
せ
つ
け
た
の
が
、

二
〇
一
五
年
一
二
月
一
六
日
の
最
高
裁
大
法
廷
判
決
で

あ
る
。
夫
婦
同
姓
を
定
め
た
民
法
七
五
〇
条
の
規
定
が

憲
法
に
違
反
し
な
い
か
が
争
わ
れ
た
。
こ
の
規
定
を
め

ぐ
っ
て
最
高
裁
は
初
の
判
断
を
行
い
「
合
憲
」
と
し

た
。
夫
婦
同
姓
は
「
社
会
に
定
着
し
て
お
り
、
家
族
の

姓
を
一
つ
に
定
め
る
こ
と
に
は
合
理
性
が
あ
る
」。
加

え
て
、
ど
ち
ら
の
姓
を
選
ぶ
か
は
当
事
者
に
委
ね
ら
れ

て
い
る
た
め
、
性
差
別
に
は
当
た
ら
な
い
と
判
示
さ
れ

た
（
二
〇
一
五
年
一
二
月
一
七
日
付
『
朝
日
新
聞
』）。

　
「
合
憲
」
は
一
五
人
の
最
高
裁
裁
判
官
の
う
ち
一
〇

人
の
多
数
意
見
で
あ
っ
た
。
五
人
は
「
違
憲
」
だ
と
す

る
意
見
を
述
べ
た
。
そ
し
て
、
三
人
の
女
性
裁
判
官
は

全
員
こ
れ
に
与
し
た
。
彼
女
た
ち
は
そ
ろ
っ
て
、「
九
六

％
を
超
え
る
夫
婦
が
夫
の
姓
を
名
乗
っ
て
い
る
の
は
、

女
性
の
社
会
的
、
経
済
的
な
立
場
や
、
家
庭
に
お
け
る

立
場
の
弱
さ
な
ど
が
原
因
だ
」
と
指
摘
し
た
。
そ
の
上

で
、
離
婚
や
再
婚
が
増
加
し
、
家
族
形
態
が
多
様
化
し

て
い
る
と
し
て
、「
現
在
に
お
い
て
、
姓
が
果
た
す
意

義
や
機
能
を
そ
れ
ほ
ど
重
視
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

通
称
は
便
宜
的
な
も
の
で
、
公
的
な
文
書
に
使
用
で
き

な
い
場
合
が
あ
る
と
い
う
欠
陥
も
あ
る
」
と
反
論
し
た

（
同
日
付
『
読
売
新
聞
』）。

　

退
官
後
に
櫻
井
は
こ
の
大
法
廷
判
決
に
つ
い
て
、「
差

別
を
意
識
し
た
こ
と
の
な
い
方
と
の
間
で
、
判
断
に
差

が
出
た
。バ
ラ
ン
ス
の
取
れ
た
結
論
に
女
性
は
不
可
欠
」

と
述
べ
て
い
る
。
そ
の
た
め
に
「
最
高
裁
判
事
は
少
な

く
と
も
三
人
は
女
性
が
務
め
る
べ
き
だ
」
と
付
け
加
え

た
（
二
〇
一
九
年
四
月
八
日
「
時
事
ド
ッ
ト
コ
ム
ニ
ュ

ー
ス
」）。

　

余
談
に
な
る
が
、
女
性
裁
判
官
が
三
人
い
た
時
代
に

は
彼
女
た
ち
に
よ
る
「
女
子
会
」
が
開
か
れ
て
い
た
と

の
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
を
明
ら
か
に
し
た
鬼
丸
に
よ
れ

ば
、「
や
は
り
女
性
同
士
だ
と
何
で
も
話
せ
ま
す
。
男

女
差
の
強
い
時
代
に
働
き
続
け
た
三
人
で
す
か
ら
、
職

業
は
違
っ
て
い
ま
し
た
が
、
共
感
で
き
る
こ
と
が
多
い

で
す
ね
。
／
櫻
井
裁
判
官
は
、
女
性
一
人
だ
っ
た
時
代

が
長
い
か
ら
、
三
人
に
な
っ
て
女
子
会
が
で
き
る
と
い

う
の
は
す
ご
く
嬉
し
い
と
思
っ
て
ら
っ
し
ゃ
る
よ
う
で

す
」（
日
本
女
性
法
律
家
協
会 2014 : 66

）。

　

そ
の
櫻
井
は
二
〇
一
七
年
一
月
に
定
年
退
官
す
る
。

後
任
は
男
性
で
あ
っ
た
が
、
翌
年
一
月
に
弁
護
士
枠
で

宮
崎
裕
子
が
入
っ
て
「
三
」
を
回
復
し
た
。
け
れ
ど

も
、
二
〇
一
九
年
二
月
に
定
年
と
な
っ
た
鬼
丸
の
後
任

に
も
、
同
年
三
月
に
定
年
を
迎
え
た
岡
部
の
後
任
に
も

男
性
が
起
用
さ
れ
た
。
い
ま
や
女
性
最
高
裁
裁
判
官
は

宮
崎
の
た
だ
一
人
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。

　

と
こ
ろ
で
、
最
高
裁
は
二
〇
一
七
年
六
月
に
全
国
の

裁
判
所
の
判
決
文
な
ど
の
裁
判
文
書
に
つ
い
て
、
同
年

九
月
か
ら
署
名
す
る
裁
判
官
の
旧
姓
使
用
を
認
め
る
と

発
表
し
た
。
宮
崎
は
最
高
裁
判
事
就
任
の
会
見
で
、「
今

ま
で
弁
護
士
と
し
て
使
っ
て
き
た
旧
姓
を
最
高
裁
で
も

使
う
」
と
述
べ
た
（「
産
経
ニ
ュ
ー
ス
」
二
〇
一
八
年

一
月
九
日
）。
旧
姓
を
使
用
す
る
初
の
最
高
裁
判
事
に

な
っ
た
。
実
は
、
前
出
の
櫻
井
も
労
働
省
の
官
僚
時

代
は
旧
姓
使
用
で
通
し
て
い
た
。
最
高
裁
判
事
と
し
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て
も
そ
れ
を
望
ん
だ
と
予
想
さ
れ
る
。
裁
判
所
で
は

二
〇
〇
一
年
か
ら
内
部
の
事
務
文
書
で
は
旧
姓
を
使
用

す
る
こ
と
が
で
き
た
。
し
か
し
、
裁
判
関
係
文
書
は

「
作
成
権
限
を
明
確
に
す
る
必
要
が
あ
る
」
と
し
て
裁

判
官
ら
に
戸
籍
姓
以
外
の
使
用
を
認
め
て
い
な
か
っ
た

（
二
〇
一
七
年
六
月
二
九
日
付
『
毎
日
新
聞
』）。
や
む

な
く
そ
れ
に
従
っ
た
の
で
あ
る
。

　

Ｃ　

次
の
女
性
最
高
裁
判
事
は
だ
れ
か

　

話
を
元
に
戻
そ
う
。「
女
性
活
躍
」
は
安
倍
晋
三
政

権
の
看
板
政
策
で
あ
る
。
女
性
最
高
裁
裁
判
官
が
一
人

し
か
い
な
い
事
態
が
こ
の
ま
ま
続
く
こ
と
は
許
さ
れ
ま

い
。
現
在
の
一
五
人
の
中
で
最
も
早
く
七
〇
歳
の
定
年

に
達
す
る
の
は
山
﨑
敏
充
で
あ
る
。
二
〇
一
九
年
八
月

三
〇
日
に
退
官
す
る
。
そ
の
後
任
に
は
女
性
が
起
用
さ

れ
る
で
あ
ろ
う
か
。

　

山
﨑
は
職
業
裁
判
官
枠
で
あ
る
の
で
、
女
性
職
業

裁
判
官
で
適
任
者
が
い
る
か
に
そ
れ
は
か
か
っ
て
い

る
。
職
業
裁
判
官
枠
の
最
高
裁
裁
判
官
の
前
職
は
ほ
ぼ

例
外
な
く
高
裁
長
官
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
現
在
の
八
人

に
高
裁
長
官
を
み
る
と
、
有
力
候
補
者
と
し
て
綿
引
万

里
子
名
古
屋
高
裁
長
官
が
浮
か
び
上
が
る
。
彼
女
は

一
九
五
五
年
五
月
二
日
生
ま
れ
な
の
で
、
高
裁
長
官
の

定
年
年
齢
で
あ
る
六
五
歳
に
達
す
る
の
は
、
二
〇
二
〇

年
五
月
一
日
で
あ
る
。
従
っ
て
、
山
﨑
の
定
年
時
点
で

ま
だ
現
職
で
あ
る
。
一
方
で
、
山
﨑
以
外
の
五
人
の
職

業
裁
判
官
出
身
の
最
高
裁
裁
判
官
は
綿
引
の
定
年
年
齢

到
達
時
点
で
は
ま
だ
定
年
に
届
か
な
い
。
今
回
が
最
大

の
チ
ャ
ン
ス
と
な
る
。

　

一
七
八
九
年
設
置
と
い
う
長
い
歴
史
を
も
つ
ア
メ
リ

カ
連
邦
最
高
裁
で
も
、
九
人
か
ら
な
る
判
事
の
う
ち
女

性
判
事
が
誕
生
し
た
の
は
一
九
八
一
年
の
こ
と
で
あ
っ

た
。
そ
の
連
邦
最
高
裁
で
い
ま
で
は
三
人
が
女
性
判
事

で
あ
る
。
九
人
の
判
断
傾
向
は
五
人
が
保
守
、
四
人
が

リ
ベ
ラ
ル
で
あ
り
、
女
性
判
事
は
三
人
と
も
リ
ベ
ラ
ル

派
と
み
な
さ
れ
て
い
る
。

　

一
九
九
三
年
八
月
に
就
任
し
た
ル
ー
ス
・
ベ
イ
ダ
ー
・

ギ
ン
ズ
バ
ー
グ
は
最
近
、
映
画
『
ビ
リ
ー
ブ　

未
来
へ

の
大
逆
転
』（
米
・2018

）
や
映
画
『
Ｒ
Ｂ
Ｇ 

最
強
の

85
才
』（
米
・
ア
メ
リ
カ
）
で
主
人
公
と
し
て
取
り
上

げ
ら
れ
て
い
る
。
彼
女
は
ア
メ
リ
カ
の
法
律
に
頻
出
す

る
「O

N
 T

H
E BA

SIS O
F SEX

」（
映
画
『
ビ
リ
ー

ブ
』
の
原
題
）
を
根
拠
と
し
た
女
性
に
対
す
る
差
別
を
、

粘
り
強
く
撤
廃
さ
せ
て
い
っ
た
。
二
〇
〇
九
年
八
月
就

任
の
ソ
ニ
ア
・
ソ
ト
マ
イ
ヨ
ー
ル
は
、
初
の
ヒ
ス
パ
ニ

ッ
ク
系
連
邦
最
高
裁
判
事
で
あ
る
。
昨
年
回
想
録
を
出

版
し
た
（
ソ
ト
マ
イ
ヨ
ー
ル 2018
）。
二
〇
一
八
年
六

月
に
連
邦
最
高
裁
は
、
ト
ラ
ン
プ
政
権
に
よ
る
中
東
・

ア
フ
リ
カ
か
ら
の
入
国
規
制
令
を
支
持
す
る
判
決
を
言

い
渡
し
た
。
保
守
派
と
リ
ベ
ラ
ル
派
が
五
対
四
で
分
か

れ
た
き
わ
ど
い
判
断
だ
っ
た
。
ソ
ト
マ
イ
ヨ
ー
ル
は
大

統
領
選
中
の
ト
ラ
ン
プ
の
発
言
を
引
い
て
強
く
反
対
し

た
。
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
と
し
て
の
彼
女
の
出
自
も
無
関
係

で
は
あ
る
ま
い
。

　

こ
の
よ
う
な
ア
メ
リ
カ
の
女
性
連
邦
最
高
裁
判
事
の

活
躍
は
、
櫻
井
が
指
摘
す
る
「
バ
ラ
ン
ス
の
取
れ
た
結

論
に
女
性
は
不
可
欠
」
を
証
明
し
て
い
る
。
ま
ず
は
各

小
法
廷
に
一
人
ず
つ
、
や
が
て
は
二
人
ず
つ
と
女
性
最

高
裁
裁
判
官
が
増
え
て
い
け
ば
、
日
本
の
司
法
は
男
性

偏
重
司
法
か
ら
ナ
チ
ュ
ラ
ル
に
変
わ
っ
て
い
こ
う
。

　

２	

女
性
長
官
が
一
人
し
か
い
な
い
高
等
裁
判
所

　

上
述
の
と
お
り
、
最
高
裁
裁
判
官
の
出
身
枠
比
率
は

職
業
裁
判
官
六
：
弁
護
士
四
：
学
識
経
験
者
五
と
慣
例

的
に
決
ま
っ
て
い
る
。
女
性
最
高
裁
裁
判
官
を
増
や

す
に
は
、
ま
だ
女
性
就
任
者
が
一
人
も
い
な
い
職
業
裁

判
官
枠
で
最
低
二
人
は
女
性
を
起
用
す
る
必
要
が
あ
ろ

う
。
加
え
て
こ
れ
も
指
摘
し
た
よ
う
に
、
職
業
裁
判
官

枠
の
最
高
裁
裁
判
官
の
前
職
は
高
裁
長
官
で
あ
る
。
と

い
う
こ
と
は
、
女
性
最
高
裁
裁
判
官
を
増
や
す
た
め
に

は
、
高
裁
長
官
に
就
く
女
性
裁
判
官
を
増
や
さ
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。高
裁
長
官
ポ
ス
ト
は
全
国
に
八
つ
あ
る
。

と
こ
ろ
が
、
高
裁
長
官
に
な
っ
た
女
性
裁
判
官
は
こ
れ

ま
で
四
人
し
か
い
な
い
。次
の
表
１
の
と
お
り
で
あ
る
。

　

野
田
が
一
九
八
七
年
に
初
の
女
性
高
裁
長
官
に
な
っ

特集
政権構想を探究する ①
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ャ
リ
ア
パ
ス
を
み
る
と
、
最
高
裁
事
務
総
局
行
政
局
の

局
付
判
事
補
、
最
高
裁
調
査
官
、
お
よ
び
司
法
研
修
所

教
官
と
い
っ
た
エ
リ
ー
ト
ポ
ス
ト
を
歴
任
し
て
い
る
。

わ
け
て
も
、
司
法
行
政
の
司
令
塔
で
あ
る
最
高
裁
事
務

総
局
で
の
勤
務
経
験
は
大
き
い
。
と
は
い
え
、
最
高
裁

裁
判
官
に
至
る
必
須
ポ
ス
ト
の
最
高
裁
事
務
総
長
、
司

法
研
修
所
長
、
最
高
裁
首
席
調
査
官
、
お
よ
び
法
務
省

民
事
局
長
の
い
ず
れ
か
に
就
い
た
こ
と
は
な
い
。た
だ
、

現
在
の
六
人
の
職
業
裁
判
官
枠
の
最
高
裁
裁
判
官
の
う

ち
二
人
に
も
そ
の
経
歴
は
な
い
。
二
〇
一
九
年
八
月
に

定
年
退
官
す
る
山
﨑
は
民
事
裁
判
官
で
あ
り
、
綿
引
も

同
じ
で
あ
る
。
初
の
職
業
裁
判
官
枠
か
ら
の
女
性
最
高

裁
裁
判
官
が
誕
生
す
る
可
能
性
は
、
高
い
と
考
え
ら
れ

る
。

　

問
題
は
そ
の
あ
と
が
続
く
か
で
あ
る
。
綿
引
は
札
幌

高
裁
長
官
の
前
は
東
京
高
裁
部
総
括
判
事
で
あ
っ
た
。

部
と
は
裁
判
所
に
お
け
る
事
件
を
担
当
す
る
ユ
ニ
ッ
ト

の
こ
と
で
あ
る
。
裁
判
官
は
い
ず
れ
か
の
裁
判
所
の
い

ず
れ
か
の
部
に
配
属
さ
れ
る
。
一
つ
の
部
に
は
三
人
か

ら
五
人
く
ら
い
の
裁
判
官
が
所
属
し
て
い
る
。
部
総
括

判
事
と
は
そ
の
部
の
ト
ッ
プ
で
あ
り
、
三
人
で
審
理
さ

れ
る
合
議
審
で
は
裁
判
長
を
務
め
る
。
綿
引
は
東
京
高

裁
部
総
括
の
前
は
横
浜
家
裁
所
長
で
あ
っ
た
。
す
な
わ

ち
、
地
家
裁
所
長
か
ら
高
裁
部
総
括
に
進
ん
で
い
る
女

性
裁
判
官
が
い
れ
ば
、
高
裁
長
官
さ
ら
に
は
最
高
裁
入

り
す
る
可
能
性
が
あ
る
。
そ
の
該
当
者
を
列
挙
し
た
の

が
表
２
で
あ
る
。

　

高
裁
長
官
、
判
事
、
判
事
補
の
定
年
は
六
五
歳
で
あ

る
。
１
の
江
口
は
一
九
五
五
年
二
月
二
六
日
生
ま
れ
な

の
で
、
も
し
い
ま
高
裁
長
官
に
上
が
っ
た
と
し
て
も
一

年
未
満
し
か
在
職
で
き
な
い
。
こ
れ
で
は
最
高
裁
入
り

は
不
可
能
で
あ
る
。
２
の
後
藤
は
一
九
五
五
年
六
月

二
四
日
生
ま
れ
で
あ
る
か
ら
、
や
は
り
最
高
裁
ま
で
達

す
る
の
は
無
理
だ
ろ
う
。
３
の
髙
部
が
就
い
て
い
る
知

う
。
し
か
し
、
そ
れ
を
経
て
の
最
高
裁
裁
判
官
へ
の
道

は
相
当
に
険
し
い
。
短
期
的
に
は
、
女
性
最
高
裁
裁
判

官
の
増
加
は
弁
護
士
枠
と
学
識
経
験
者
枠
で
の
起
用
に

期
待
す
る
ほ
か
な
さ
そ
う
で
あ
る
。

表 1：女性高裁長官就任者
氏 名 就任高裁長官 就 任 退 任 備考

1 野田　愛子 札幌高裁 1987.1.28 1987.11.30 依願退官

2 一宮なほみ 仙台高裁 2011.1.11 2013.6.13 依願退官

3 安藤　裕子 高松高裁 2014.10.2 2015.3.16 定年退官

4 綿引万里子 札幌高裁 2016.4.19 2018.9.6

名古屋高裁 2018.9.7 ○ 現職

　筆者作成。

て
以
降
ず
っ
と
女
性

の
起
用
は
な
く
、
一

宮
が
二
〇
一
一
年
に

二
四
年
ぶ
り
に
就
い

た
。
そ
の
後
は
比
較

的
コ
ン
ス
タ
ン
ト
に

女
性
が
着
任
し
て
い

る
。
現
職
の
綿
引
は

女
性
で
は
じ
め
て
高

裁
長
官
ポ
ス
ト
を
二

か
所
経
験
し
て
い

る
。
他
の
三
人
は
当

該
高
裁
長
官
ポ
ス
ト

で
退
官
し
た
。

　

綿
引
が
裁
判
官
に

任
官
し
て
か
ら
の
キ

表 2：高裁長官就任の可能性のある現職女性裁判官
氏 名 生年 現 職 地家裁所長歴 それまでの主要経歴

1 江口とし子 1955 大阪高総括 長崎地裁 民事局付、司研教官
2 後藤眞理子 1955 東京高総括 熊本地裁 最高裁調査官
3 髙部眞規子 1956 知財高所長 福井地家裁 最高裁調査官
4 秋吉　仁美 1958 東京高総括 さいたま家裁 裁判所職員総合研修所長
5 白石　史子 1958 東京高総括 京都家裁 司法制度改革推進室長

筆者作成。「司研教官」は司法研修所教官、「知財高所長」は知的財産高裁所長。
並びは司法修習期順。

的
財
産
高
裁
所
長
は

「
上
が
り
」
ポ
ス
ト

で
あ
る
。
髙
部
の
前

五
人
の
所
長
は
い
ず

れ
も
こ
こ
で
定
年
退

官
し
て
い
る
。
髙
部

も
そ
の
含
み
で
の
就

任
と
み
ら
れ
る
。
残

る
は
、
４
の
白
石
と

５
の
秋
吉
の
二
人
と

な
る
。
両
者
と
も
キ

ャ
リ
ア
パ
ス
は
綿
引

よ
り
見
劣
り
が
す

る
。
果
た
し
て
最
高

裁
ま
で
た
ど
り
着
け

る
か
。

　

結
局
の
と
こ
ろ
、

高
裁
長
官
に
は
こ
の

五
人
の
う
ち
だ
れ
か

は
就
任
す
る
で
あ
ろ

■■   望ましい司法制度にむけて　西川伸一
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３　

裁
判
官
の
四
人
に
一
人
が
女
性
の
時
代

　

で
は
、
よ
り
中
期
的
に
考
え
て
み
よ
う
。
七
一
あ
る

地
家
裁
所
長
ポ
ス
ト
（
地
裁
所
長
二
一
、
家
裁
所
長

二
一
、
地
裁
所
長
兼
家
裁
所
長
二
九
）
の
う
ち
、
女
性

所
長
は
ど
こ
に
何
人
い
る
の
か
。
そ
れ
を
示
し
た
の
が

経
理
局
長
、
民
事
局
長
兼
行
政
局
長
、
刑
事
局
長
、
そ

し
て
家
庭
局
長
の
六
ポ
ス
ト
が
あ
る
。
日
本
国
憲
法
下

で
司
法
修
習
を
終
え
た
裁
判
官
で
み
る
と
、
の
べ
八
五

人
が
こ
れ
ら
に
就
い
て
き
た
が
、
女
性
の
局
長
は
手
島

が
は
じ
め
て
で
あ
る
。

　

手
島
は
事
務
総
局
民
事
局
の
局
付
判
事
補
を
経
験

し
、
民
事
局
の
課
長
を
二
ポ
ス
ト
、
さ
ら
に
は
情
報
政

策
課
長
に
も
就
い
て
い
る
。
エ
リ
ー
ト
司
法
官
僚
と
し

て
養
成
さ
れ
た
こ
と
が
キ
ャ
リ
ア
パ
ス
か
ら
読
み
取
れ

る
。
一
方
で
、
歴
代
家
庭
局
長
経
験
者
で
最
高
裁
裁
判

官
に
就
い
た
者
は
い
な
い
。
今
後
、
手
島
が
事
務
総
局

の
別
の
局
長
と
な
り
地
家
裁
所
長
→
東
京
高
裁
部
総
括

→
高
裁
長
官
と
進
め
ば
、
最
高
裁
裁
判
官
へ
の
途
が
開

か
れ
る
望
み
が
あ
る
。

　

西
川
（2010

）
で
明
ら
か
に
し
た
よ
う
に
、
幹
部
裁

判
官
人
事
に
は
い
く
つ
か
の
慣
例
が
確
立
さ
れ
て
い

る
。
職
業
裁
判
官
枠
で
最
高
裁
裁
判
官
に
至
る
に
は
、

前
述
の
と
お
り
、
最
高
裁
事
務
総
長
、
司
法
研
修
所
長
、

最
高
裁
首
席
調
査
官
、
お
よ
び
法
務
省
民
事
局
長
の
い

ず
れ
か
（
拙
著
で
は
「
要
職
四
ポ
ス
ト
」
と
呼
称
）
と

高
裁
長
官
の
勤
務
経
験
が
ほ
ぼ
必
須
で
あ
る
。
と
こ
ろ

が
、
高
松
高
裁
長
官
か
ら
は
最
高
裁
に
進
め
な
い
。
最

高
裁
事
務
総
局
の
六
つ
あ
る
局
長
ポ
ス
ト
は
最
高
裁
へ

の
登
竜
門
ポ
ス
ト
だ
が
、
家
庭
局
長
経
験
者
は
最
高
裁

入
り
し
た
こ
と
は
な
い
。
女
性
裁
判
官
は
こ
れ
ら
ガ
ラ

ス
の
天
井
に
阻
ま
れ
て
き
た
。「
要
職
四
ポ
ス
ト
」
に

は
女
性
は
就
い
た
こ
と
が
な
く
、
高
裁
長
官
就
任
者
も

四
人
に
と
ど
ま
る
。
事
務
総
局
の
局
長
に
は
よ
う
や
く

二
〇
一
八
年
九
月
に
一
人
目
が
起
用
さ
れ
た
。

　

そ
れ
で
も
、
次
頁
の
表
４
に
明
ら
か
な
よ
う
に
、
こ

の
一
〇
年
で
女
性
裁
判
官
は
着
実
に
増
え
て
き
た
。
裁

判
官
に
限
ら
ず
、「
司
法
分
野
に
お
い
て
は
女
性
の
割

合
が
順
調
に
増
加
し
て
い
っ
て
い
る
こ
と
は
評
価
す
べ

き
で
あ
る
」（
平
山 2018 : 343

）。
直
近
の
数
字
で
は

裁
判
官
の
四
人
に
一
人
は
女
性
で
あ
る
。
女
性
の
漸
増

傾
向
は
今
後
も
続
き
、
合
議
審
で
は
女
性
裁
判
官
が
少

な
く
と
も
一
人
は
入
る
の
が
通
常
の
光
景
に
な
ろ
う
。

と
す
れ
ば
、
長
期
的
に
は
上
記
の
最
高
裁
へ
の
必
須
ポ

ス
ト
に
女
性
裁
判
官
が
就
く
で
あ
ろ
う
し
、
ま
た
ガ
ラ

ス
の
天
井
が
破
ら
れ
て
こ
れ
ら
に
就
か
ず
と
も
最
高
裁

入
り
す
る
女
性
裁
判
官
が
現
れ
る
に
相
違
な
い
。

　

お
わ
り
に

　

望
ま
し
い
司
法
制
度
の
あ
り
方
に
つ
い
て
、
最
高
裁

の
ジ
ェ
ン
ダ
ー
・
バ
ラ
ン
ス
を
中
心
に
考
察
し
て
き
た
。

も
ち
ろ
ん
、
女
性
裁
判
官
が
増
え
れ
ば
す
べ
て
が
解
決

す
る
と
い
っ
た
単
純
な
事
柄
で
は
な
い
。
長
年
の
男
性

偏
重
司
法
が
積
み
重
ね
て
き
た
固
定
観
念
に
は
、
ジ
ェ

ン
ダ
ー
に
基
づ
い
た
バ
イ
ア
ス
が
相
当
に
含
ま
れ
て
い

る
。
た
と
え
ば
、
離
婚
事
件
で
は
子
ど
も
の
親
権
を
め

表 3：現職女性地家裁所長

氏 名 生年 現 職 それまでの主要経歴
1 稲葉　重子 1955 神戸家裁所長 松江地家裁所長、奈良地家裁所長
2 原　　道子 1957 新潟家所長
3 石栗　正子 1959 函館地家裁所長
4 遠藤　真澄 1959 那覇家裁所長
5 近藤　宏子 1960 静岡家裁所長 司法研修所教官
6 本多久美子 1961 鳥取地家裁所長 弁護士任官

筆者作成。並びは司法修習期順。

表
３
で
あ
る
。

　

六
人
の
う
ち
で
最
高
裁

事
務
総
局
に
勤
務
経
験
の

あ
る
者
は
い
な
い
。
そ
の

点
で
す
で
に
彼
女
た
ち
が

最
高
裁
入
り
で
き
る
見
通

し
は
暗
い
と
考
え
ざ
る
を

得
な
い
。
そ
こ
で
、
年
次

を
も
っ
と
下
げ
て
、
ま
だ

地
家
裁
所
長
経
験
は
な
い

が
司
法
行
政
の
幹
部
ポ
ス

ト
に
就
い
て
い
る
女
性
裁

判
官
を
探
し
て
み
よ
う
。

す
る
と
、
手
島
あ
さ
み
最

高
裁
事
務
総
局
家
庭
局

長
（
一
九
六
二
生
）
が
有

力
候
補
者
と
し
て
浮
上
す

る
。
最
高
裁
事
務
総
局
に

は
総
務
局
長
、人
事
局
長
、

特集
政権構想を探究する ①
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ぐ
っ
て
、
男
性
裁
判
官
は
次
の
よ
う
な
発
言
を
す
る
こ

と
が
多
い
と
い
う
。「
子
育
て
に
は
女
性
の
ほ
う
が
は

る
か
に
向
い
て
い
ま
す
よ
。（
略
）
そ
の
た
め
に
、
父

親
の
養
育
費
支
払
い
義
務
が
あ
り
ま
す
。
父
子
家
庭
で

は
児
童
扶
養
手
当
も
支
給
さ
れ
ま
せ
ん
。
法
制
度
自
体

が
父
子
家
庭
を
前
提
と
し
て
い
な
い
ん
で
す
よ
」（
棚

表 4：2009 年〜 2018 年の女性裁判官の実員数
裁判官

実員数 (a)
女性裁判官
実員数 (b) (a)/ (b)

2009 3,308 570 17.2
2010 3,364 596 17.7
2011 3,407 620 18.2
2012 3,449 648 18.8
2013 3,467 670 19.3
2014 3,484 703 20.2
2015 3,525 703 19.9
2016 3,525 733 20.8
2017 3,502 755 21.6
2018 3,463 865 25.0

簡易裁判所判事も含む。(a)/ (b)は小数点第2位を四捨五入。
出典：女性裁判官実員数は『裁判所データブック』各年版、
2009 年～ 2014 年の裁判官実員数は木佐（2016: 64）、2015
年～ 2019 年は筆者の開示申出（2019.1.19 付と 1.24 付）に
より最高裁が 2019 年 2 月 20 日付で開示した司法行政文書
による。女性裁判官実員数の基準日については、2009 年
～ 2014 年は当該年 4 月 15 日現在、2015 年以降は前年 12
月1日現在。裁判官実員数の基準日は当該年12月1日現在。

村
・
色
川 2009 : 100-101

）。
ま
さ
に
「O

N
 

T
H

E BA
SIS O

F SEX

」
の
差
別
で
あ
る
。

女
性
裁
判
官
を
増
や
す
と
同
時
に
、
こ
れ
ら

司
法
に
お
け
る
ジ
ェ
ン
ダ
ー
・
バ
イ
ア
ス
を

一
つ
ひ
と
つ
改
め
る
作
業
も
求
め
ら
れ
て
い

る
。　
　
　
　
　
　
　
　
（
文
中
敬
称
略
）

西川伸一 著
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